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３
月
定
例
議
会
は
、
２
月
28
日
か
ら
３
月
25
日
ま
で
の
26
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
長
か
ら
新
年
度
に
向
け
て
の
施
政
方
針
が
述
べ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
平
成
15
年
度
各
会
計
予

算
７
件
を
は
じ
め
、
平
成
14
年
度
各
会
計
補
正
予
算
７
件
、
条
例
11
件
、
人
事
２
件
な
ど
、
計
32

件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
書
３
件
は
可
決
さ
れ
、
町
民
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
２
件
は
、
総

務
企
画
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
１
件
は
採
択
、
１
件
は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
が
、
本
会
議
で
も

同
じ
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
19
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
３
日
間
に
わ
た
り
町
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

７
会
計
の
平
成
　
年
度
予
算
を
可
決�

15

３月定例議会
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一
般
会
計�

予
　
　
算�

億
　
　
　
　
万
円
前
年
度
比
　
％
の
増�

8
6
0
0

100

13.5

歳
　
入
　
町
税
の
31
億
９
７

０
７
万
円
は
、
景
気
低
迷
に

よ
る
所
得
の
減
少
や
地
価
の

下
落
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、

総
額
で
は
２
億
２
０
４
７
万

円
、
6.5
％
の
減
と
な
り
ま
す
。

地
方
交
付
税
の
20
億
１
０

０
０
万
円
は
、
地
方
財
政
計

画
お
よ
び
交
付
税
制
度
の
見

直
し
に
よ
り
、
３
億
５
０
０

０
万
円
、
14
・
８
％
の
減
と

な
り
ま
す
。

町
民
待
望
の（
仮
称
）福
祉

医
療
セ
ン
タ
ー
の
整
備
な
ど
、

多
く
の
事
業
を
進
め
る
た
め
、

国
県
の
補
助
金
７
億
７
０
１

５
万
円
を
は
じ
め
、
基
金
か

ら
の
繰
入
金
10
億
９
６
０
９

万
円
、
町
債
（
町
の
借
入
金
）

20
億
１
９
９
０
万
円
を
積
極

的
に
活
用
し
、
不
足
す
る
財

源
を
補
い
ま
す
。

歳
　
出
（
仮
称
）福
祉
医
療

セ
ン
タ
ー
の
保
育
所
分
を
含

む
整
備
費
と
し
て
の
17
億
２

１
１
万
円
は
、
今
年
10
月
の

開
設
に
向
け
て
、
最
終
段
階

の
工
事
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

計
上
さ
れ
た
予
算
の
中
に

Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
を
は
じ
め
、
医
療

機
器
や
厨
房
設
備
な
ど
の
備

品
購
入
費
３
億
円
も
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

一
般
会
計
か
ら
の
負
担
金

の
主
な
も
の
は
、
久
喜
宮
代

衛
生
組
合
へ
６
億
４
９
５
０

万
円
、
久
喜
地
区
消
防
組
合

へ
５
億
３
７
０
万
円
、
利
根

斎
場
組
合
へ
の
７
５
１
万
円

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
特
別
会
計
へ
の
繰

出
金
は
、
公
共
下
水
道
会
計

へ
の
６
億
４
６
６
６
万
円
を

は
じ
め
、
膨
ら
み
続
け
る
医

療
費
に
よ
り
、
国
民
健
康
保

険
会
計
へ
２
億
８
１
５
６
万

円
、
介
護
保
険
会
計
へ
１
億

８
８
８
６
万
円
、
老
人
保
健

会
計
へ
１
億
２
７
９
１
万
円

を
繰
出
し
、
各
会
計
の
安
定

を
図
る
も
の
で
す
。

学
校
給
食
事
業
の
３
億
５

７
５
６
万
円
の
う
ち
、
２
億

１
７
０
１
万
円
が
全
農
食
品

へ
の
委
託
料
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
和
戸
４
〜

５
丁
目
の
姥
ヶ
谷
落
整
備
事

業
の
１
億
２
５
７
９
万
円
は
、

健
康
マ
ッ
歩
の
補
助
ル
ー
ト

と
し
て
、
暗あ

ん

渠き
ょ

化
、
植
栽
工

事
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
利
用
者
が
自
ら
事

業
者
を
選
択
し
、
契
約
す
る

障
害
者
支
援
費
支
給
事
業
の

１
億
４
７
３
３
万
円
な
ど
が

予
算
化
さ
れ
ま
し
た
。

急ピッチで工事が進む（仮称）福祉医療センター
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■一般会計歳入内訳（構成比）

町　債�
20億1,990万円�
（20.0％）�

町税�
31億9,707万円�
          （31.7％）�

その他  7億8,435万円（7.8％）�

国庫支出金  3億7,795万円�
　　　　　　（3.7％）�
県支出金  �
3億9,222万円（3.9％）�

地方交付税�
20億1,000万円（20.0％）�

繰入金�
10億9,609万円（10.9％）�

諸収入  2億842万円�
　　　　　　（2.0％）�

100億円�

■支出の性質別内訳
（ ）内は前年度比

20

15

10

5

（
億
）

そ

の

他

扶

助

費

公

債

費

繰

出

金

補

助

費

物

件

費

人

件

費

事

業

費

普
通
建
設

１
億
１
８
２
４
万
円
（
78
・
８
％
増
）

６
億
４
３
２
２
万
円
（
30
・
４
％
増
）

７
億
８
４
８
５
万
円
（
２
・
６
％
減
）

12
億
８
３
６
７
万
円
（
20
・
５
％
増
）

14
億
６
５
０
４
万
円
（
０
・
４
％
減
）

16
億
６
３
７
４
万
円
（
４
・
０
％
減
）

18
億
１
８
０
１
万
円
（
１
・
０
％
増
）

23
億
９
２
３
万
円
（
58
・
８
％
増
）

一般会計予算

（仮称）福祉医療センター整備
学校給食（委託料、センター内装改修）
障害者支援費支給
姥ヶ谷落整備（和戸4･5丁目）
山崎山周辺環境整備（集落道路など）
健康診査
新しい村管理運営
健康マッ歩整備（中・姫宮・西原）
道仏地区土地区画整理
主要町道整備（町道252・259号線）
心身障害者授産施設運営
生活道路整備（東・東姫宮・国納など）
老人医療費支給（町独自の措置）
小児医療費支給

１７億１，２１１万円
３億５，７５６万円
１億４，７３３万円
１億２，５７９万円

９，１４９万円
６，８８２万円
６，１２０万円
６，０６１万円
５，９４０万円
５，５４２万円
５，００７万円
４，７０８万円
３，７６３万円
３，４６３万円

■平成15年度の主な事業
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電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
の

共
同
開
発
で
は
、
入
札
の
信

頼
性
は
ど
の
く
ら
い
高
め
ら

れ
る
も
の
な
の
か
。

一
般
競
争
入
札
に
最
も

有
効
性
が
あ
る
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
。
ま
た
、
入
札
参
加
資

格
の
審
査
申
請
に
つ
い
て
も

今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

公
募
制
や
審
査
制
に
な

じ
ま
な
い
国
体
の
補
助
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
に
検
討
さ

れ
た
の
か
。

４
団
体
に
つ
き
、
公
募

制
か
ら
除
外
し
、
別
途
支
援

制
度
を
設
け
る
。

中
心
市
街
地
活
性
化
に

つ
い
て
は
、
15
年
度
中
に
Ｔ

Ｍ
Ｏ
を
立
ち
上
げ
ら
れ
る
か
。

15
年
度
に
は
立
ち
上
げ

た
い
。
第
３
セ
ク
タ
ー
で
町

か
ら
は
１
０
０
０
万
円
を
限

度
に
３
分
の
１
以
内
と
考
え

て
い
る
。

総
合
的
な
防
火
対
策
の

観
点
か
ら
、
基
本
的
な
考
え

方
は
。自

然
災
害
か
ら
町
民
を

守
る
た
め
に
、
避
難
場
所
、

避
難
路
等
の
確
保
に
努
め
る
。

小
中
学
校
教
室
の
冷
房

化
の
方
向
が
示
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
新
年
度
の
事
業
化

に
な
っ
て
い
な
い
が
。

県
教
育
委
員
会
か
ら
国

庫
補
助
が
難
し
い
と
の
情
報

が
あ
り
、
冷
房
化
を
断
念
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

児
童
・
生
徒
に
目
の
行

き
届
く
授
業
が
で
き
る
30
人

以
下
の
学
級
編
制
の
考
え
は
。

国
の
方
針
で
あ
る
40
人

学
級
制
度
に
基
づ
い
て
対
応

し
た
い
。

町
内
循
環
バ
ス
の
見
直

し
と
は
、
有
料
化
の
こ
と
か
。

初
め
に
有
料
化
あ
り
き

で
は
な
く
、
今
の
段
階
で
は

白
紙
で
あ
る
。

障
害
者
支
援
費
制
度
に

変
わ
り
、
サ
ー
ビ
ス
水
準
の

低
下
が
心
配
さ
れ
る
が
。

現
行
を
下
回
ら
な
い
水

準
で
提
供
で
き
る
よ
う
、
利

用
者
の
希
望
に
合
わ
せ
て
い

き
た
い
。

昨
年
12
月
、
県
の
中
小

企
業
振
興
基
本
条
例
が
で
き

た
が
、
町
と
の
整
合
性
は
。

今
後
県
で
だ
さ
れ
る
具

体
的
な
施
策
を
踏
ま
え
、
研

究
し
て
い
き
た
い
。

町
職
員
の
超
過
勤
務
を

極
力
少
な
く
す
る
努
力
は
。

事
前
命
令
の
徹
底
、
グ

ル
ー
プ
制
の
活
用
、
超
過
勤

務
計
画
の
徹
底
な
ど
、
可
能

な
範
囲
で
取
り
組
み
た
い
。

Ｑ Ａ

ＡＱ

Ａ ＱＡ Ｑ

Ｑ Ａ

ＡＱ

討論

反 対
討 論

国の財政破たんのツケを
町の借金で穴埋め

歳入は、景気の低迷や高齢化に
よる給与所得者の減少、固定資産
税の減少などにより、町税は減収
となっている。また、地方交付税
は、地方財政計画による減、交付
税制度の見直しにより、前年度よ
り大幅な減額となり、今年度も依
然として厳しい財政状況である。
歳出は、10月開設の町民待望の

（仮称）福祉医療センターの整備を
はじめ、道仏地区土地区画整理事
業、山崎山周辺環境整備、姥ヶ谷
落の整備、健康マッ歩の整備など、
主要事業の予算化を評価する。
多様化する住民ニーズに応える

ため、国県からの補助金をはじめ、
基金繰入金や町債（町の借入金）が
積極的に活用される。また、市民
参加条例の策定、須賀小中一貫校
のスタートなども高く評価する。

賛 成
討 論

繰入金や町債を有効活用
主要事業の展開を図る

地方交付税は前年度に比べ3億
5000万円のマイナスを見込む一方、
臨時財政対策債や減税補てん債は
7億3500万円もの大幅な借金を組
む予算となったこと。
長引く不況のなかで暮らしが大

変なとき、さらに保育料の値上げ
は、保護者に厳しいものとなって
いること。
平和予算が少なく、なおざりで

それとは対照的に同和関係予算が
多く計上されるなど、これらに対
する町の姿勢が問われていること。
住基ネットについては、プライ

バシー保護の関係からも脱退は個
人の意志が尊重されるべきだが、
そのようになっていないこと。
農業危機のもと減反面積は、前

年度に比べ14 上乗せされ280.12
に拡大されていること。

ＱＡ ＱＡＱ

ＡＱ

Ａ
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特別会計予算

一
般
会
計
か
ら
２
億
８
１
５
６
万
円
を
繰
り
入
れ
不
足
す
る
財
源
を
補
て
ん�

反 対
討 論

厳
し
い
町
民
の
暮
ら
し

保
険
税
の
引
上
げ
反
対

賛 成
討 論

国
保
会
計
の
健
全
運
営

制
度
外
繰
入
れ
で
対
応

国
民
健
康
保
険
会
計
は
、

23
億
９
４
０
３
万
円
、
前
年

に
比
べ
11
・
１
％
の
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。

保
険
税
は
、
長
引
く
不
況

や
高
齢
化
の
影
響
に
よ
り
減

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
膨
ら
み
続
け
る
医

療
費
に
よ
る
保
険
給
付
費
は
、

15
億
３
５
７
６
万
円
、
前
年

に
比
べ
６
・
４
％
の
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
保

会
計
か
ら
支
出
さ
れ
る
老
人

保
健
拠
出
金
の
６
億
１
０
３

万
円
お
よ
び
介
護
納
付
金
の

１
億
５
３
１
３
万
円
は
、
前

年
に
比
べ
23
％
以
上
の
増
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
背
景
か
ら
、
国
保

会
計
は
ま
す
ま
す
厳
し
い
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

医
療
費
、
老
人
保
健
拠
出

金
な
ど
が
増
大
す
る
一
方
で

国
保
税
収
入
は
、
低
迷
す
る

経
済
下
で
所
得
の
減
少
や
高

齢
化
を
反
映
し
減
で
あ
る
。

介
護
納
付
金
は
、
介
護
保

険
料
を
国
保
税
と
一
括
し
て

徴
収
し
、
社
会
保
険
診
療
報

酬
支
払
基
金
に
納
め
る
も
の

で
あ
り
、
介
護
保
険
料
の
値

上
げ
に
よ
る
増
で
あ
る
。

健
康
保
険
法
の
改
悪
に
よ

る
患
者
負
担
増
、
年
金
支
給

額
の
削
減
や
介
護
保
険
料
の

値
上
げ
も
あ
る
。
町
民
の
暮

ら
し
の
厳
し
い
状
況
か
ら
、

国
保
税
を
引
き
上
げ
な
い
よ

う
強
く
求
め
反
対
す
る
。

長
引
く
不
況
と
高
齢
化
に

伴
い
、
15
年
度
予
算
は
前
年

に
比
べ
２
億
３
８
５
９
万
円

の
増
額
と
な
り
、
ま
す
ま
す

厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

歳
出
の
保
険
給
付
費
９
２

３
９
万
円
、
老
人
保
健
拠
出

金
１
億
１
６
０
２
万
円
、
介

護
納
付
金
２
８
９
４
万
円
が

増
額
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

財
源
の
不
足
分
３
億
６
３

９
８
万
円
は
一
般
会
計
な
ど

か
ら
制
度
外
繰
入
金
で
補
て

ん
さ
れ
る
。

町
民
の
健
康
を
守
る
上
か

ら
、
ま
た
、
国
保
会
計
の
健

全
な
運
営
の
た
め
、
適
正
と

認
め
賛
成
す
る
。

会計区分 平成15年度 平成14年度 増減額 増減率
国民健康保険 23億9，403 21億5，544 2億3，859 11.1％
老 人 保 健 22億4，850 19億4，365 3億3，485 15.7％
公 共下水道 9億7，487 9億7，373 114 0.1％
農業集落排水 2億6，728 1億8，495 8，233 44.5％
介 護 保 険 10億7，429 9億2，602 1億4，827 16.0％
水 道 9億9，796 10億8，528 △8，732 △8.0％

特別会計別予算 （単位　万円）


